
 1979　日本大学芸術学部美術学科彫刻コース卒業
 1982　東京芸術大学美術学部彫刻科大学院修了
 1986　青山HBギャラリーにて個展。
 1988　滑川五郎ソロパフォーマンス（栃木県立美術館、渋谷西部SEEDホール）の舞台美術を手がける。
             同氏の「World Expo '88」（オーストラリア・ブリスベン）の舞台美術も担当。
 1989　仙台みちのく杜の湖畔公園開園記念展覧会にて審査員特別賞受賞。
 1990　イタリア・ベローナ「アビターレ・イル・テンポ展」に彫刻家具作品を出品。
 1994　岩手県石神の丘美術館にて「幻想動物展」開催、同館一周年記念オブジェ制作。
 1995　銀座Acギャラリーにて個展「龍宮」開催。
 2000　宇崎竜童・阿木陽子邸のアートワーク制作。
 2002　江原啓之邸天井画制作（2005年、同事務所天井画も制作）。
 2008　石井竜也氏プロモーションビデオ用作品制作。
 2013　台北MOCA TAIPEI「POST-HUMANIST DESIRE展」参加。
 2016　岩手・石神の丘美術館にて「眞壁廉彫刻展」開催。
 2018　「SEOUL INTERNATIONAL ART EXPO 2018」参加。東京アメリカンクラブにて個展開催。
 2019　シカゴG-Festにて「Monster Tea Ceremony」開催。
 2020〜2023　銀座Gallery GOTOにて個展を継続的に開催。2023年は天王洲セントラルタワーGALLERYにて「眞壁廉個展46/108」開催。
 2024　バチカンに作品「枢機卿」を献呈、聖パオロ大聖堂で茶会開催。バチカンレクイエムコンサート（東京国際フォーラム）に作品7点展示。
 2025　東京アメリカンクラブにて第2回個展開催。

2026

54/108 眞壁廉 彫刻展 ２０２６ー 概念から形象へー
　煩悩の数＝１０８個の作品を作ろうと、２０余年前に作り始めて以来、７０個を

超え制作は続いている。

　人間は煩悩＝欲望で生きている。人生はその欲望で彩られ時代を作って行く。

　１０８個の作品を作り終えた時、一堂に介した展覧で、1956年から現代に至る

までの時代を生きた人間の様々な生き方が見え、煩悩が見えてくるのではない

か・・？ と考えている。１０８個の作品が全てに纏まると、一つの時代を表す大き

な作品になる。

　新作３点も含め、未展覧の作品５点の計８点を加え５４点の作品を展示する事は、

完全ではないが、時代の空気を感じる一助になると思う。

《  眞壁廉 展覧会等略歴  》 .07.13

○ 協   力：中川特殊鋼株式会社

○ 住　所：

○ 問合せ：03-5462-8811

東京都品川区東品川2-2-24 
天王洲セントラルタワー1Ｆアートホール

○ 休館日：土日祝

○ 入場料：無料
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